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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
節
電
に
お
け
る
収
蔵
品
の
保
護
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

現
在
実
施
し
て
い
る
電
力
需
給
対
策
は
、
今
夏
の
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
へ
の
影
響

を
最
小
化
す
る
た
め
、
国
民
各
層
の
最
大
限
の
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
き
な
が
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
各
博
物
館
に

お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
踏
ま
え
、
収
蔵
品
の
保
管
や
利
用
者
の
便
宜
等
の
観
点
に
留
意
し
つ
つ
、
適
切
な
取
組
に

努
め
て
い
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
東
京
電
力
株
式
会
社
及
び
東
北
電
力
株
式
会
社
の
供
給
区
域
に
お
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
電
力
供
給
力
が
大
幅
に
低
下
し
て
お
り
、
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
夏
期
に
お
い
て

も
、
計
画
停
電
不
実
施
の
原
則
を
維
持
す
る
た
め
、
「
夏
期
の
電
力
需
給
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
五
月
十
三
日

電
力
需
給
緊
急
対
策
本
部
決
定
）に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
供
給
区
域
内
の
大
口
需
要
家
、
小
口
需
要
家
及
び
家
庭
に
対
し
、

原
則
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
節
電
を
求
め
、
こ
の
う
ち
大
口
需
要
家
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
例
外
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
の
使
用
制
限
の
措
置
を
と
っ
て

一



い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
当
面
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
安
定
策
」
（
平
成
二
十
三
年
七
月

二
十
九
日
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
需
要
構
造
改
革
、
供
給
構
造
の
多
様
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を

総
動
員
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
安
定
化
を
達
成
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

博
物
館
の
収
蔵
品
に
劣
化
が
生
じ
た
場
合
の
責
任
は
、
第
一
義
的
に
は
収
蔵
品
を
保
管
す
る
当
該
博
物
館
が
負
う
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

四
に
つ
い
て

博
物
館
に
つ
い
て
は
、
大
口
需
要
家
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
空
調
設
備
及
び
照
明
設
備
の
使
用
を
適
切
に
節
減

す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
収
蔵
品
の
劣
化
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
な
く
電
気
事
業
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
く
電
気
の
使
用

制
限
に
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
当
該
使
用
制
限
の
適
用
を
除
外
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

二


